
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
五
月
三
十
日
提
出

質

問

第

二

八

七

号

川
口
賞
の
賞
品
に
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
が
選
定
さ
れ
た
経
緯
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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川
口
賞
の
賞
品
に
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
が
選
定
さ
れ
た
経
緯
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
は
、
川
口
順
子
元
外
相
が
小
学
館
か
ら
『
涙
は
女
の
武
器
じ
ゃ
な
い－

よ
り
子
流
「
し
な
や
か
激
闘
録
」
』
と
い

う
回
想
録
（
以
下
、
「
川
口
回
想
録
」
と
い
う
。
）
を
刊
行
し
た
事
実
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
川
口
回
想
録
」
の
原
稿
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
外
務
省
が
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

三

平
成
十
八
年
二
月
二
十
一
日
付
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
六
六
号
）
に
お
い
て
、
外
務
省
は
川
口
賞
の
受
賞
者
に

「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
が
授
与
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
何
故
、
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
が
川
口
賞
の
賞
品
に

さ
れ
た
の
か
。

四

「
川
口
回
想
録
」
の
二
百
四
頁
に
川
口
順
子
元
外
相
は
、
「
赤
い
服
を
着
る
と
高
揚
感
を
感
じ
ま
す
。
」
、
「
『
い
ざ
』

と
い
う
と
き
は

”赤
い
勝
負
服”

を
着
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
」
と
書
い
て
い
る
が
、
川
口
賞
の
賞
品
に
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
」
が
選
定
さ
れ
た
の
は
、
赤
色
が
川
口
順
子
氏
の
「
勝
負
服
」
で
あ
る
と
い
う
個
人
的
理
由
に
よ
る
も
の
か
。

五

川
口
賞
の
賞
品
に
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
授
与
す
る
こ
と
は
決
裁
書
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

六

川
口
賞
の
賞
品
に
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
授
与
す
る
こ
と
は
当
時
の
川
口
順
子
外
務
大
臣
の
提
唱
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の

か
。

一



七

川
口
賞
の
賞
品
に
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
授
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
当
時
の
外
務
事
務
次
官
、
官
房
長
、
人
事
課
長
は
ど

の
よ
う
な
意
見
を
外
務
大
臣
に
対
し
て
述
べ
た
か
。
そ
れ
と
も
全
く
意
見
を
述
べ
な
か
っ
た
か
。

八

「
川
口
回
想
録
」
の
二
百
五
頁
に
「
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
九
月
二
十
七
日
、
外
務
大
臣
を
や
め
る
日
も
、
や
は
り
最

後
の
日
だ
か
ら
私
は
夏
用
の
赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
グ
レ
ー
の
ス
カ
ー
ト
と
い
う
い
で
た
ち
で
外
務
省
に
い
き
ま
し
た
。
挨
拶

に
立
っ
た
竹
内
行
夫
事
務
次
官
が
「
大
臣
、
今
日
は
半
分
だ
け
勝
負
服
で
す
ね
」
。
こ
の
「
勝
負
服
」
は
流
行
語
大
賞
の
候

補
に
も
な
っ
た
り
し
て
、
そ
の
後
、
す
っ
か
り
私
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、

平
成
十
六
年
九
月
二
十
七
日
に
当
時
の
竹
内
行
夫
外
務
事
務
次
官
が
「
大
臣
、
今
日
は
半
分
だ
け
勝
負
服
で
す
ね
」
と
発
言

し
た
事
実
が
あ
る
か
。

九

外
務
省
は
川
口
賞
の
賞
品
と
し
て
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
職
務
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
外
務
省
職
員
に
授
与
し
た
と
認
識

し
て
い
る
か
。

十

川
口
賞
の
賞
品
と
し
て
「
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
授
与
し
た
こ
と
を
外
務
省
は
社
会
通
念
上
適
切
と
考
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


